
令和3年度

滝川支え合い会議報告書

【開催月日】 第一小・第二小学校区 ：7月 7日（水）10:00～11:00

江部乙小学校区：7月 12日（月）13:30～14:30

西小学校区：7月 15日（木）17:30～18:30

第三小・東小学校区・東滝川：7月 19日（月）13:30～14:30

【開催場所】 滝川市役所会議室

【内 容】 コロナ禍における地域の支え合い活動についての情報共有ほか

【そ の 他】 報告書をもって「滝川支え合い会議（第 1層協議体）」とします。

報告書は、滝川市公式ホームページ「支え合いの地域づくり」に

掲載します。



年 月 日 （ 水 ）

令和3年度 第1回「滝川支え合い会議（第一小・第二小学校区）」会議報告書

日 令和　３ 7 7

時 １０ 時 ００ 分　～　１１ 時 ００ 分

場所  滝川市役所601会議室

参加者

あけぼの会：須田氏

滝川市老人クラブ連合会：山下氏

　　　（事務所移転により今回から第一小区へ）

中地区民生委員：直江氏

ぽっけの会：岡氏

滝の川東地区連合町内会ライフサポート運営委員会：今野氏

健康づくり課地区担当・包括支援センター地区担当ほか

議題

コロナ禍における地域の支え合い活動についての情報共有

会議内容

その他

【協議体メンバーについて】トータルサポートリアル立野氏、事業所移転により今回から第一小地区へ。

【包括支援センター地区担当について】第二小学校区は、東辻社会福祉士が担当。

・町内会の力が弱くなっている。

・地域のニーズを知る必要がある。

・あけぼの会は、話さなくてもいい様に動画「ぼけますからよろしく」を視聴。

・ライフサポート20周年。

・（アンケート調査、1999年話合い約500世帯の声　病気の時に支えてくれる人が近くにいない等）

・絆年間5000人程利用　現在は、感染予防しながらやっている。

・社協のサポートからもれる人を支えていく

・生活支援は、除雪55時間。家事支援22時間。最近は、団地の灯油運びが出てきた。

・サロン（カラオケ・麻雀・食事）は、18年続けている。現在、食事とカラオケ中止。

・市老連（現在18クラブ。会員560名）

・最近は、加入減少。人を増やすにはクラブが魅力的になる必要も…

・老人クラブ会員を増やし、仲間づくりをしていく事により困りごとの相談ができる。

・生活・精神的なつながりを大切に活動。

・この度、お誘いカードを作り会員に配布予定。

・コロナ禍で1年間活動をしていないクラブもあり。

・昨年7月に大町コミセンへ事務局が移転し、コミュニティカフェ「サロンシャロム」スタート。

　会員の手作り品販売。コーヒー等は100円。ボードゲームあり。

・町内の家を周ってドーナツを配った。

・月2回以上活動、ミニ講演予定。

・コロナ禍でも出来ることで続けていくことができる。

・受診付き添い、見守りボランティアの支援数増加。

・会員が高齢化している。一時休止していた、動ける人で活動。

・地域が弱体化していく中で地域の支え合いをどう進めていけるだろか…

・コロナワクチン申込が出来ない人がいるのでは…書類が来てもわからないなど。



年 月 日 （ 月 ）

令和3年度 第1回「滝川支え合い会議（江部乙小学校区）」会議報告書

日 令和　３ 7 12

時 １3 時 3０ 分　～　１4 時 3０ 分

場所  滝川市役所第一理事者控室

参加者

江部乙まちづくりコミュニティ隊女子部：窪之内氏

健康づくり課地区担当

包括支援センター地区担当

議題

コロナ禍における地域の支え合い活動についての情報共有・協議体増員について

会議内容

その他

【協議体メンバーについて】2名減

【健康づくり課地区担当について】羽崎保健師が担当。

・江部乙地区協議体メンバーが窪之内氏1名になったことから協議体増員へ。

・増員するにあたり、候補を提案し声掛けすることとした。

・７～8月に声掛けし2層協議体として7名増員決定。今後、1名程度1層協議体兼予定。

　滝川市農村環境改善センター管理人　1名

　やまきファーム　1名

　滝川市社会福祉事業団デイサービスすずかけ　1名

　民生委員　2名

　百歳体操サポーター　2名

・緊急事態宣言があけ10月に第1回目の会議予定。



年 月 日 （ 木 ）

令和3年度 第1回「滝川支え合い会議（西小学校区）」会議報告書

日 令和　３ 7 15

時 １7 時 3０ 分　～　１8 時 3０ 分

場所  滝川市役所301会議室

参加者

泉町連合町内会：斎藤氏

医療法人翔陽会　居宅介護支援事業所こうよう：内田氏

滝川ガス：工藤氏

健康づくり課地区担当

包括支援センター地区担当

議題

コロナ禍における地域の支え合い活動についての情報共有

会議内容

その他

【健康づくり課地区担当について】松原保健師が担当。

・コロナ禍のため今後、会議は西小学校区（少人数）でおこなうことになる。

　江部乙地域で増員するが、西小学校区でメンバー候補はいるか？

　　グループホーム、小規模多機能、障がい事業所、学校の先生、駐在所の警察官

　（アドバイザーとしてどうか）

・高齢者で新聞を取っていない人が多い（値段や字が見えないなど）ので情報発信の方法が難しい。

・屋外のイベントなど感染対策をして少しづつ集まる場ができるかも…

・暑い中、窓を開けない高齢者も多く熱中症が心配。

・町内会50戸中40戸公住に滝川ガス工藤氏発行の「泉６だより」月2回を訪問し配付。

　声掛けして配付するため見守りにもなる。

・コロナ後、交流ができなくなり会えず心配…百歳体操などに参加し、認定を受けなくても過ごせる

　様にと声掛けしている。

・高齢者に対応する事業所は、消毒や感染予防を徹底している。

・フレイル、ロコモもあまり多くない。デイサービスで活動。

　思ったよりコロナの影響は大きくないように感じるが、事業所によっては2割ほど減少した所もあった。

・デイサービスでの高齢者へのワクチン対応はよかった。

・施設や病院は面会制限。リモート、家族の顔を忘れてしまう…

・事業所でクラスターが起きた時の対応（あまり資料ない）知りたい。



年 月 日 （ 月 ）

令和3年度 第1回「滝川支え合い会議（第三小・東小学校区・東滝川地域）」会議報告書

日 令和　３ 7 19

時 １3 時 3０ 分　～　１4 時 3０ 分

場所  滝川市役所301会議室

参加者

空知町民生委員：田中氏

滝川市社会福祉協議会：柴田氏

滝川しょうがい者地域生活支援センター　ほほえみプラザ：砂原氏

有限会社ケア・コラボレートK・H　介護保険事業所　土筆：佐々木氏

東滝川連合町内会：米田氏

健康づくり課地区担当

包括支援センター地区担当

議題

コロナ禍における地域の支え合い活動についての情報共有

会議内容

その他

【協議体メンバーについて】

　滝川しょうがい者地域生活支援センターほほえみプラザ新岡氏から砂原氏へ。

・民生委員へ電話増えた。高齢者施設、ゴミ処理、食事食べれる所など色々…

・コロナのため訪問は控えて、電話での安否確認。

・研修は、少人数ながら実施。

・ボランティアは、お話相手継続、電話1日50件ほど。電話でコロナワクチン相談あり。

・貸付金、失職など多い。

・東滝川サポートセンターは、Ｒ１:35件。Ｒ２:22件。R3:2件。コロナの影響で減少。

　ワクチン接種の同行依頼あり、料金計算や移動支援（事故時の補償等）等課題ありで対応を

　どうするか検討。

・認知症徘徊の方の対応…課題。

・事業所、通常営業。集合する研修などはしていない。

・個別相談は、民生委員や市役所から連絡があり対応している。

・通院同行は課題。

・朝日町菱友跡にほほえみ作業所として運用中。今後は、地域交流の場としても検討。

・コロナのため通所休みにしたが１～２か月で再開。

・施設入所者の出入りがしにくかった。百歳体操もできず…利用者のみではできた。

　地域の人は弱ってないか心配。老人クラブも休んでいる…

・有償ボランティア休止中の通院介助は課題。

　電話で診察。感染落ち着いた時になど対応。施設内での行事は少しづつ再開。

・包括支援センターから　百歳体操休止中は、訪問対応。


